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調理作業に関して

１ 実習台備え付け器具に味見用のスプーンなどはないのか。ない場合は味見審

査用のスプーンを使用するのか。

→ 味見審査用のスプーン・さじとは別に、全部門共通で、選手の味見用のス

プーン・さじ、小皿を用意します。

２ 日本料理の備え付け器具について、抜き板、骨抜き、さらし布やダスターな

ど記載がないが、記載ないもの、不足のものは持ち込んでよいのか。

→ 骨抜きは備え付け器具に追加で用意します。

作業会場に持ち込めるものについては、実施要領(全国大会版)の11頁(３)

をご参照ください。

３ 日本料理の備え付け器具のステンレスカップはどの位の大きさのものか。

→ 直径12㎝、深さ5㎝、容量350mlです。

４ 日本料理で提供される魚のすり身には、つなぎは入っているのか。

→ 提供する魚のすり身につなぎは入っておりません。

５ 西洋料理の備え付け器具にピーラーの記載がないが、使用不可なのか。

→ 西洋料理に限らず、ピーラー含め、実習台備え付け器具にない器具であっ

ても、実施要領に記載のとおり、包丁ケースに包丁と共に入る器具であれば、

持ち込み使用は可能です。

６ 西洋料理備え付け器具にあるミキサーについて、材料をミキサーにかける際

は、粗熱を取ってミキサーにかけた方がよいか。

→ ミキサー容器がガラス製のため、熱いまま使うと温度差で割れてしまった

り、熱いものをいきなり回してしまうと圧力がかかり吹きこぼれてしまう恐

れがあるため、粗熱をとってから使用してください。

７ 西洋料理について、じゃがいものポタージュで材料を煮ている間に、課題２

豚背肉のソテーの仕込みを行ってもよいか。



→ 元々課題１、課題２の作業を併行して行うことを前提として制限時間を設

定しています。西洋料理に限らず、全料理部門同様です。

８ 中国料理の青椒肉絲のたけのこ(水煮SSサイズ70g)はどのような状態で配布

されるのか。

また、１個で配布される場合、穂先は落としてしまってもよいのか。

→ 水煮たけのこSSサイズですが、１個80～110ｇ程度になると思われます。

大会では、蛋花湯に1/2個、青椒肉絲用に１個を配布しますので、必要分

をご使用ください。

また、穂先を落とすかどうかは各選手の判断にお任せします。

９ 各部門２課題(課題①、課題②)あるが、作品の提出はすべて最後に提出する

のか、①が完成次第提出し、次に②にとりかかるのか。

また、その際は料理の温度なども考慮すべきか。

→ 質問７にあるように、２課題は併行して作業を行うことを前提としている

ため、課題①が完成してから②にとりかかるというものではありません。し

たがって、作品の提出は作業時間内であれば順番を問わず、いつでも構いま

せん。

基本的には、作品の提出に合わせて審査委員が作品・味見審査を行うこと

を想定してください。料理の温度については、それを考慮の上ご判断くださ

い。

10 作業時間いっぱい使っても問題ないか。逆に作業終了が早ければ早いほど評

価が高くなることはあるのか。

→ 基本的に、採点は実施要領記載の審査項目、審査の目安、得点に基づいて

審査委員が採点します。

例えば、授賞ラインで同点だった場合は、審査委員の合議により、審査項

目による評価を再確認した上で優劣を決定することとしており、基本的には、

作業終了時間の早さは評価の対象とは考えておりません。

11 作業前に食材や器具などを点検する時間はあるか。また、そういった時間が

ある場合にキッチンペーパーを切っておくといった作業を行って構わないか。

→ 作業教室入室から作業開始まで約15分あります。作業前までの時間で認

められるのは、食材、器具の点検までとなります。



その他

１ 大会当日は、応援学生や保護者による見学は可能か。

→ 課題の統一化に伴い、作品の一般公開は行わないため、保護者や在学生の

見学はできません。会場となる武蔵野調理師専門学校への入場は、出場選手

と付添教員のみとなりますのでご了承ください。

２ 付添教員の人数は、各校１名か。それとも各料理部門ごとに１名でも構わな

いのか。

→ 付添教員の人数につきましては特に規定はありません。ただし、午後の授

賞式(授賞式会場も武蔵野調理師専門学校)は会場スペースの都合により、付

添の先生方は入ることができませんので、予めご了承ください。

３ 大会当日の作業開始時間は選手によって異なるのか。

→ お問い合わせのとおりです。全選手、同じ条件で審査を行うため、各料理

部門、２～３名を1グループとして、日本・西洋料理では8グループに、中

国料理では6グループに分かれて、それぞれ時間差で作業を開始します。(作

業終了時間も時間差で終わります。)

各選手の作業開始時間は、先日、ご担当の先生宛でメールをお送りした時

間となりますので、時間に遅れないよう準備をお願いいたします。

４ 選手の宿泊費の補助は事前の申請が必要か。

→ 宿泊費の補助については、年明けの出場に関する案内資料でお知らせしま

すが、大会終了後に申し込んでいただき、指定の口座にお振り込みする形と

なります。


